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リーダーシップトレ ー ニングにおける自己決定の分析

自己決定の内容とその実践結果について

吉 田 道 雄

An Analysis of Individual Decisions Made 1n 

A Leadership Training 

Michio Y osHIDA 

リ ー ダ ー シップの向上を目的としてさまざまな試みがなされている．特に，いわゆる行動科学の

知見に基づいたリーダーシップトレ ー ニングと呼ばれるものでは，現実の職場においていかに望ま

しい行動の変容を達成することができるかが重要な課題になる．具体的には，トレ ー ニングの中で

の自分のリーダ ー シップに関する各種の分析やふりかえりなどをとおして，職場で実践する行動目
標が設定される ． そうした目標は当然のことながら実行されることを前提としており，目標どおり

に実行されればトレ ー ニング参加者本人のリ ー ダ ー シップの向上はもちろん，ひいては職場の風土

の改善にもつながるはずである．しかしながら，現実的にはトレ ー ニング参加者のすべてが行動目

標を実践に移すとは限らない．さまざまな理由からその実現がなされないことが少なくないのであ

る．そうした事態が多くなればなるほど，いわゆるトレ ー ニング効果も期待できないことになる．

「分かっていることを実行に移す」ことの必要性はだれもが認識していることではあるが，それが，

なかなかうまくいかないのである．実践的で実行可能な行動目標を立てるために必要な条件にはど
のようなものがあるのだろうか．そのためには実際に立てられた行動目標を検討し，どのようなもの

が実行されやすく，どのようなものが実行されにくいのか，その条件を分析することが必要であろ

う． 本研究では，病院の婦長，主任クラスに対して行なったリーダーシップ研修の中で決められた行

動目標が，実際にどの程度実現されたかを検討することによってそうした条件を明らかにしたい．

リ ー ダーシップ研修の実施

対象者と研修のスケジュ ー ル

熊本市内にある某総合病院の婦長および主任を対象にリ ー ダ ー シップをテ ー マにした研修会が
開催された ． 婦長と主任それぞれ別の日程で，午前 8 時30分から午後 5 時までの 1 日のスケジュ ー

ルである．期日は主任が昭和62年12月 2 日（22名）， 婦長は昭和63年 2 月12 日（28名）であった．
研修はリーダ ー シップに関する講義とグル ー プによる問題分析を中心に進められ，最後に職場で実

践すべき行動目標を決定して終了した．

実践結果（ 1ヶ月後）のふりかえりと自己評価

研修終了1ヶ月後に，研修で決定した行動目標について，その実践の程度をふりかえりながら自
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